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会 議 報 告 書 

 

    会 議 名：令和６年度第２回下諏訪町まち・ひと・しごと創生有識者会議 

    日 時：令和６年２月 20日（木） 午後３時 00分 ～ 午後４時 30分 

    会 場：下諏訪総合文化センター２階 視聴覚室 

    出 席 者 数： ６人/10人（成立） 

 

協議事項 

 下諏訪町未来を創る総合戦略の効果検証結果（案）について 

1. 効果検証の流れ 

《効果検証の流れについて》事務局説明 

資料「下諏訪町未来を創る総合戦略の効果検証について（説明）」による 

 

質疑応答なし 

 

2. 概要及び事前質問・意見への回答の説明 

《下諏訪町未来を創る総合戦略効果検証結果（案）について》事務局説明 

資料「総合戦略効果検証結果（案）における事前質問と回答一覧  №1～5」による 

 

質疑応答なし 

 

3. 基本目標 1について、事前質問・意見への回答 

《基本目標 1 について》事務局説明 

資料「総合戦略効果検証結果（案）における事前質問と回答一覧  №6～19」による 

 

 質疑応答なし 

 

4. 基本目標 2について、事前質問・意見への回答 

《基本目標 2 について》事務局説明 

資料「総合戦略効果検証結果（案）における事前質問と回答一覧  №20～23」による  

 

【KPI「社会動態（転入及び転出）による異動人口」について】 

質問：若年層の流出を減らすための方策について商工係で回答しているが、今具体的に実施し

ている事業が挙がらなかったということか。この回答を見るとこれからのことに感じ取

れるが。 

回答：雇用と子育て支援の充実に関しましては、雇用については商工会議所との連携を図りな

がら、子育て支援の充実については教育子ども課と連携を図りながら順次進めていると

ころではございますが、なかなか成果に結びつかないというのが現状でありますので、

今後は手法等を検討しながら来年度についても継続して実施していきたいと思ってお

ります。 

 

5. 基本目標 3について、事前質問・意見への回答 

《基本目標 3 について》事務局説明 

資料「総合戦略効果検証結果（案）における事前質問と回答一覧  №24～32」による  
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【KPI「町主催の出会い・婚活イベントのカップル成立率」について】 

質門：参加者数の内訳を見たときに、女性がほとんど参加しておらず、イベント

の開催も苦慮されていると思うが、女性の参加を促すようなアイディアが

もしあれば教えていただきたい。 

回答：出会い・婚活プロジェクトにつきましては、役場の職員だけでなく、町民

の方にも委員として参加いただきながら  進めているところでございます。

ただ、あまりにも凝ったイベントにしてしまうと、そちらに集中してしま

ったり、男女で何かをやるという形をとると、人見知りの方が参加しづら

くなってしまうというところが反省点として挙がっております。去年あた

りからイベントを主にするのではなく、お話することを主として実施して

いるところですが、どの婚活イベントにも共通して言えることですが、女

性の参加者が少ないというのが現状です。地元の知り合いに自分が婚活し

ていることを知られたくないこと等が原因だと考えておりますが、地元の

女性参加者が少ないというのは他の市町村でも同様に課題となっておりま

す。ただ、イベントの回数を重ねていかないと、ある程度カップルが成立

しないということもありますので、年に３回～４回は開催しようというこ

とで委員さんと協力して進めているところでございます。また、結婚に対

する価値観、考え方が多様化している中で、アプローチの仕方も考えてい

かなければいけないと思っております。 

意見：（前の回答を受けて）婚活目的ではなく、出会いやきっかけの場としてイ

ベントをやってみるのもいいのではないかと思う。 

回答：婚活を目的に参加してくださる方もいらっしゃるとは思うので、様々なや

り方を検討しながら進めていきたいと思います。 

 

【KPI「自然動態（出生及び死亡）による人口増減」について】 

意見：目標を達成するとなると出生数が 150～200 人必要となるが、ここ最近の出

生数が 100 人程度なので、そこから 1.5 倍から２倍まで増やす必要がある。 

   まずは子育て世代の減少を抑えないと目標の達成も難しいと思うが、R5 年

度の検証に対してこの結果だと、R6 年度も同様の結果になってしまうので

はないか。「こういうことを目指したい」ではなく「こういうことをして

いく」というような具体的な回答をできるように進めてもらいたい。そう

でないと、同じことの繰り返しになってしまう。 

回答：社会動態を見てみると、数値としては良くなってきていますが、そこに若

い女性が含まれているのか、そういった分析もしっかりしていかないと必

要な施策も変わってきますので、どういったところをターゲットとして施

策を進めていくかを、今後検証していくことが次の計画をつくるためにも

必要になると考えております。 

質問：（前の回答を受けて）移住者に対してどのような情報発信を行っているか。

また、どのくらいの人数へ届いているのかもし分かれば教えていただきた

い。インターネットや AI が普及している昨今の状況の中で、その人が関心

のある情報が優先的にスマホに表示されたりするため、今の若い世代の人

たちは情報を探さなくても勝手に届くような環境にある。そういった若い

世代の人たちにも関心があるような情報発信を今後していかなければなら

ないと思う。 

回答：町の HP 上に「くぐると下諏訪」というサイトを作っており、そこにアクセ
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スした方が情報を受け取っているというのが現状です。そのサイトへ来て

もらえるような工夫はもちろん必要ですし、それ以外では担当の方で、首

都圏の方へ行き、移住相談会ということで会場を設け、移住希望者と話を

しているところでございます。そこで相談を受けた方々が実際に下諏訪町

を訪れることで移住につながるということも何件かあります。情報発信と

ともに、首都圏の移住希望者へ直接アプローチをかけ、下諏訪町の魅力を

伝えていくことで、下諏訪町へ足を運んでもらえるようなそういった進め

方をしております。実際にはもっと細かいこともしているとは思いますが

、担当課が不在のため、現状把握している回答をさせていただきます。 

 

  意見：移住については自然があるだけでは意味がなく、働き口が必要だと思う。 

  回答：雇用などによって人を呼び込むのはなかなか難しい面もありますが、ソフ 

     ト事業の面で事業者を呼びながら集めたり、町外に働き口があれば居住の 

     場所として下諏訪町を考えていただくのも一つの手だと思っております。 

 

6. 基本目標 4について、事前質問・意見への回答 

《基本目標 4、全体について》事務局説明 

資料「総合戦略効果検証結果（案）における事前質問と回答一覧 №33～49」による  

 

【KPI「下水道管路の耐震化率」について】 

意見：No.33 について、近隣市町村と比較するものではないと回答しているが、耐震化率を見

て引っ越し先を選ぶ人のことを考慮すると、比較するものではないという考え方は見

直した方が良いと思う。安全に暮らしたいという人が多数の中で、ある程度実績は高

い方が良いのではないか。 

回答：下水道の耐震化率につきましては、緊急輸送路、あるいは国道などの幹線道路の方を

優先してやっている状況にありますので、他の市町村の状況も踏まえながら町として

も取り組んでまいりたいと考えております。 

 

【全体を通じて】 

意見：本日行っている検証は R5年度のものだと思うが、既に R6年度も終わりかけのこの時期

に検証を行っていては、次に活かせるのは予算の時期等を考えると R8 年度になってし

まう。他の業務等もあるため難しいのかもしれないが、出来るだけ早い時期に会議を

開催し、次年度以降に活かせるように会議のサイクルを回していければ良いと思う。

また、昨年度の検証だけでなく、当年度の実施結果も含めて回答いただけるとありが

たい。 

   また、KPI の項目が多すぎるという意見が委員から挙がっているが、この項目について

は国からの補助金等の絡みがあるから設けているのか。 

回答：開催時期につきましては、来年度以降はできる限り早い段階で開催をさせていただけ

ればと思います。また、回答内容につきましては、基本的には前年度実績の回答にな

りますが、来年度以降はできる限り本年度分も含めた回答をさせていただければと思

います。 

   最後にいただきました KPIの項目についてですが、交付金との兼ね合いもありまして、

なかなか難しいところではございますが、次期総合戦略の策定に向けて調整を進めて

いければと考えております。 
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意見：交付金をもらうことをベースに事業計画を立てるというやり方だから結果がでないの

かなと感じてしまう。KPI の設定については大変な業務だとは思うが、より良いまちづ

くりのため、頑張っていただきたい。 

回答：第３期の総合戦略を策定する際は、第２期とは違い総合計画と分けてつくるものにな

ります。したがって、人口減少対策、あるいはデジタル化というところに特化した計

画になっていくと思いますので、KPI の項目も自然と減るのではないかと考えておりま

すので、ご理解をいただければと思います。 

 

 

終了 午後４時 30分 


